
            
人生の主役は自分 

～ 自分で選択して  自分で決めて  自分で動く ～ 
校長 今野 由紀子  

 

子どもたちの明るい笑い声、元気な挨拶、無邪気な姿、真剣に学習に励む姿…。子どもたちが

すぐ近くいることの喜びを感じながら、この原稿を書いています。入学式の１年生の元気な「は

い」という返事、始業式では、顔を上げてまっすぐなまなざしで、真剣に話を聞いてくれた２、

３年生。そんな東中の子どもたちとの出会いに心から感謝しております。今年１年間、子どもた

ちのために全力を尽くしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜式辞より抜粋＞ 

この世の中には、たくさんの人がいて、私たちはこうやって運命的に東中学校という場に集いました。

出会いは偶然ではなく必然であり、意味があります。皆さんとこうして出会えたことに感謝し、皆さん一

人一人のことを、私も先生方も大切にしていきたいと思います。どうか皆さんも、仲間や先輩、後輩、先

生方や地域の方との出会いに感謝し、たくさんの人とつながり、関わりながら、大きく成長していってほ

ください。今日は、皆さんに伝えたいことを２つお話しします。 

 

１つ目は、『人生の主役は自分』だということです。皆さんは、「自分の人生というストーリーの主人

公」です。だからこそ、様々な物事に対して、「自分で選択して、自分で決めて、自分で動く」そんな人

になってほしいと思います。 

東中学校に 216人いますので、216人分のストーリーがあります。自分のたった一つしかない人生の主

人公です。自分の道は自分で選んで、自分で決めて、自分で動かないとおもしろい人生にはなりません。

きっと失敗もしたくない、挫折もしたくないと思うかもしれない。でもそんな時は、何のために、ここに

集い仲間と共に過ごすのか、その意味を考えてほしいのです。失敗や挫折をしそうになったときに、それ

を助けてくれる仲間や先輩、先生がたくさんいます。どうか安心して、様々なことに何回でもチャレンジ

してほしいと思います。そして、仲間が苦しいときは、どうか手をさしのべてほしいと思います。 

今日から、皆さん自身が、自分というストーリーの脚本家です。人生の主役を「自分」にすると、「私

は、こう思う」「私はこうしたい」と、自分の意見を言えるようになります。自分らしく生きられるよう

になります。時には、監督者として、自分の進んできた道を振り返り、自分を褒めたり、修正したり、挫

折したときは周りに助けてもらったりしながら、皆さん自身のステキな物語をつくっていってほしいと、

切に願っています。 

そして、２つめです。辛いとき、苦しいとき、助けてほしいときに、「助けて」といえる人になってほ

しいということです。私自身、辛いとき、苦しいとき一人では、心が前に進まないことでも、『誰かとつ

ながる』ことで、心がホッとできる自分がいました。だから、皆さんも苦しい時、辛い時、助けてほしい

時、一人で踏ん張らず、仲間でも、先生でも、近くの大人でもいい、誰かとつながってほしいと思いま

す。人に「助けて」と頼ることができる人は、本当の意味で強い人なのだと思います。 

 

教職員一同、力を合わせて子どもたちのために努力してまいります。 

ご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」 
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東中学校の生徒会では異学年交流と挨拶に力を入れていま
す。異学年交流では昨年度「スタープロジェクト」と題して縦
割り班のグループでクラスミーティングを行い、異学年の仲を
深めていきました。今年度もより全校生徒が過ごしやすい学校
となるように継続していく予定です。そして、いつでも挨拶が
飛び交うような明るい学校を目指しています。 
 
 
 

私たち新入生は、今日から、中学生として新たな生活への第
一歩を踏み出します。これからの３年間、この東中学校の一員
として、責任ある行動を心掛けます。私たち一人一人が、自ら
の個性を発揮し、東中学校の歴史に貢献していきます。 
 そして、すばらしい中学校生活にするために、何事にも真剣
に、かつ、熱心に取り組み、日々成長していくことを誓います。 
 
 
 

２年  

 ２年生になって頑張りたいことは２つあります。１つ目は定期テ
ストです。ワークを２回以上やり、良い点数をとれるようにしたい
です。２つ目は、部活です。僕は卓球部に所属しています。これま
での練習で、できることが増えてきましたが、まだまだ成長できる
と思っています。もっと練習を頑張り、できる技を増やしたいです。
２年生として１年生のお手本、そして３年生を支えていきたいです。 
 
 
 

 今年頑張りたいことは２つあります。１つ目は勉強です。今年
は受験があり、テストが増えるので、苦手なところをできるよう
にして本番自信をもてるように毎日の勉強を頑張りたいです。２
つ目は、スポーツです。僕はサッカーをやっています。今年は、
中学生としてプレーできる最後の年なので、毎回の練習に全力で
取り組み、試合では結果を残して、活躍できるようにしたいです。 
 
 
 

３年 



◎令和６年度東中学校教職員 

令和６年度は、３５名の教職員での船出となりました。保護者の声に耳を傾け、ともに生徒を

支えていく学校づくりを目指していきます。ご支援をよろしくお願いします。 

 



 

 

この春の人事異動により、新たに７名の職員を迎え

ました。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

校長 今野 由紀子 先生（新発田市教育委員会より） 

  着任してすぐ目に飛び込んできたのは、生徒会書記局

の皆さんからの温かなメッセージカードでした。４月１日に、子どもたちの手づくりのカードをもらっ

たのは初めてです。心温かな皆さんとの出会いに感謝しています。保護者の皆様、地域の皆様、お世話

になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
教頭  長谷川 直紀 先生（新発田市立猿橋中学校より） 

  新しいスタートにあたり、生徒の皆さんの笑顔や挨拶がとても印象的でした。東中学校での

生活がとても楽しみです。ＰＴＡや後援会も担当しますので、保護者の皆様、地域の皆様には

大変お世話になります。よろしくお願いいたします。 
 

２年１組担任  小竹 徹 先生（新発田市立加治川中学校より） 

 東中学校に来ることができて、ドキドキとワクワクでいっぱいです。皆さんとともに学び、成

長したいと思っています。様々な場面でお世話になると思いますが、よろしくお願いします。 

 
サポートルーム４組担任  野口 鮎子 先生（阿賀野市立京ヶ瀬中学校より） 

  楽しいとき、困ったとき、生徒の皆さんに寄り添える存在になるよう精進いたします。保護

者の皆様、地域の皆様には大変お世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１年２組担任  横井 佑来 先生（新発田市立本丸中学校より） 

 「全員が安心できる学校生活」を目指し、努めてまいります。保護者の皆様、地域の皆様、よ

ろしくお願いいたします。 
 

２年３組担任  古山 圭太 先生（上越市立板倉中学校より） 

  生徒一人ひとりの個性を伸ばし、共に成長できるように精一杯努力いたします。保護者の皆

様、地域の皆様、よろしくお願いします。 

 

用務手  新保 康夫 さん（新発田市立本丸中学校より） 
  生徒の皆さんが安全で安心して学校生活が送れるよう、一生懸命環境整備に努めていきたい

と思います。保護者、地域の皆様、よろしくお願いいたします。 

 

 

新入教職員の紹介 


